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市政報告

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

る
津
波
被
害
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
前
浜
地
区
で
建
設
予

定
の
津
波
避
難
施
設
の
構
造
を
、

鉄
骨
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
に
耐
久
性
の
高
い
設
計
に
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
場
所
の

高
さ
に
つ
い
て
も
、
今
後
示
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
の
三
連
動
地
震
に
対
す

津
波
対
策
や
災
害
報
告
会
開
催

南
海
地
震
対
策

６月

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「３
月11日に、東北、関東地方を中心に甚大な被害を
もたらした東日本大震災によりお亡くなりになら
れた方々に心から哀悼の意を表し、被災された皆
さまに衷心よりお見舞い申し上げます。姉妹都市・
岩沼市の被害状況は、東部地区は津波により壊滅
状態で、５月30日現在、死亡者は180名、行方
不明者は３名で、発生当初の避難者数は約3,500
名でした。ライフラインの水道は、地震発生時か
ら断水し、復旧の見通しはすぐには立たず、給水
場所では長蛇の列となりましたが、３月25日には
東部地区以外のほぼ全域で仮復旧しました。電気、
ガスは、比較的早く復旧しましたが、下水処理施

設は、全壊し、完全復旧までに最低でも２年かか
る見通しです。岩沼市との連絡が取れないため、
３月14日に衛星携帯電話を持たせ、副市長他２名
の職員を派遣しました。その後は、市民の皆さま
から提供してもらった、おむつ、トイレットペー
パーやタオルなどの救援物資を送り、また、行方
不明者捜索のために消防団員を、給水活動の支援
や道路の被害状況調査などのために職員を派遣し
ました。多くの皆さまからご協力をいただいた岩
沼市への義援金についても、送金しました。市民
の皆さまや、ご協力をいただいた皆さまに、厚く
お礼申し上げます」と述べた後、主要な課題につ
いて報告しました。（内容は、あらましです）

６月11日

第354回　市議会定例会

収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
な
ど

の
適
切
な
運
営

財
政
状
況

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
形
式

収
支
は
、
６
億
９
千
812
万
４
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
形
式
収
支

か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収
支
は
、

４
億
１
千
557
万
４
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
財
政
調
整

基
金
に
１
億
７
千
万
円
、
減
債
基

金
に
５
千
万
円
の
決
算
積
み
立
て

を
行
い
、
翌
年
度
繰
越
金
は
１
億

９
千
557
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
特
別
会
計
で
も
収

納
率
や
加
入
率
の
向
上
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
り
、
適
切
な

運
営
に
努
め
ま
す
。

７
月
24
日
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ   

放
送
終
了

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
７
月
24

日
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
完
全
移
行
さ
れ
ま
す
。
引
き

続
き
、
難
視
聴
対
策
と
し
て
、
高

性
能
ア
ン
テ
ナ
設
置
に
よ
る
個
別

受
信
や
共
同
受
信
施
設
整
備
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放
送

移
行
後
も
受
信
環
境
が
整
わ
な
い

世
帯
へ
の
対
策
は
、暫
定
的
に「
地

デ
ジ
難
視
聴
対
策
衛
星
放
送
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
間
際

に
な
る
と
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

要
望
や
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
工

事
が
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
に
受
信

対
策
を
行
う
よ
う
啓
発
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
制

度
は
、
本
人
が
工
事
費
の
全
額
を

施
工
業
者
に
支
払
い
、
市
に
申
請

後
、
９
割
分
が
返
っ
て
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
一

時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減
し
、
住

宅
改
修
制
度
を
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
４
月
か
ら
非
課

税
世
帯
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

利
用
者
は
自
己
負
担
分
で
あ
る
１

割
分
だ
け
を
施
工
業
者
に
支
払
い
、

給
付
対
象
工
事
費
用
の
９
割
分
を

市
が
直
接
施
工
業
者
に
支
払
う
制

度
に
見
直
し
ま
し
た
。

利
用
し
や
す
い
制
度
に
見
直
し

介
護
保
険
住
宅
改
修
制
度

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

を
事
業
期
間
と
す
る
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ど

の
地
域
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、
ど
の
程

度
生
活
し
て
い
る
か
な
ど
の
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
要

介
護
者
以
外
の
約
１
万
600
人
の
高

齢
者
を
対
象
に
、
「
高
齢
者
生
活

実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
調
査
を
基
に
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
を
把
握
し
て
、

高
齢
者
生
活
実
態
調
査
の
実
施

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

長
宗
我
部
フ
ェ
ス
本
祭
や
観
光

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど

観
光

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ

と
を
考
慮
し
、
貫
之
さ
く
ら
ま
つ

り
や
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り
が
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
済
活
動
の

停
滞
な
ど
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

５
月
３
、
４
日
に
は
、
明
る
い
社

会
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
第
17
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
・
ウ
エ
ル
カ
ム
サ
ー
ビ
ス

を
開
催
し
ま
し
た
。
高
知
農
業
高

校
や
岡
豊
高
校
の
生
徒
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
お
も
て
な
し
の
心
で

多
く
の
観
光
客
を
歓
迎
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

長
宗
我
部
氏
の
本
城
が
あ
っ
た

岡
豊
山
で
は
、
４
月
５
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で
「
詰
の
段
」
に

「
岡
豊
城
跡
望
櫓
（
の
ぞ
み
や
ぐ

ら
）
」
が
設
置
さ
れ
、
長
宗
我
部

元
親
が
見
た
目
線
で
香
長
平
野
の

景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
月
21
日
に
は
、
戦
国
ラ
イ
ブ
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
仮
装
コ
ン
テ
ス

　

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
の
た
め

に
、
現
在
、
南
国
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
て
地
域
座
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
予
定
し
て
お
り
、
地
域
住

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
を

考
え
、
自
助
・
共
助
・
公
助
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
話
し
合
い
、
意
見
を

集
約
し
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
座
談
会
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

地
域
福
祉
計
画

　

既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
、
６
月
１
日
か
ら

全
面
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
普
及
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
も

普
及
率
は
低
く
、
市
民
の
命
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
普
及
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
市
内
の
各
家
庭

を
訪
問
す
る
な
ど
、
調
査
お
よ
び

設
置
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

設
置
の
全
面
義
務
化

住
宅
用
火
災
警
報
器

白
木
谷
小
学
校
実
施
で

３
校
に
専
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
区
域
特
認
校
制
度

　

４
月
か
ら
、
白
木
谷
小
学
校
の

通
学
区
域
特
認
校
制
度
の
実
施
に

伴
い
、
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

配
備
し
ま
し
た
。
平
成
12
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
奈
路
小
学
校
に

も
、
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
配

備
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
併

用
し
て
運
行
し
て
い
た
久
礼
田
小

学
校
も
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

な
り
ま
し
た
。
奈
路
小
学
校
、
白

木
谷
小
学
校
両
校
で
は
、
今
後
さ

ら
に
中
山
間
振
興
を
含
む
通
学
区

域
特
認
校
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

る
津
波
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
増
築
可
能
な

建
物
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
に
、
今
後
の
防
災
対

策
に
役
立
て
る
た
め
に
、
本
市
と

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
高
知

大
学
、
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

の
ご
協
力
の
も
と
、
東
日
本
大
震

災
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
両
校
の

先
生
方
の
災
害
調
査
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
南
海
地
震
は
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
三
連

動
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
関
心
が
非

常
に
高
く
、
自
主
防
災
組
織
を
は

じ
め
数
多
く
の
方
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

「
エ
コ
シ
テ
ィ
な
ん
こ
く
」
の

実
現
に
向
け
て

エ
コ
プ
ラ
ン
実
行
計
画

　

南
国
市
エ
コ
プ
ラ
ン
推
進
基
本

大
綱
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
取
り

組
む
施
策
や
方
針
で
あ
る
南
国
市

エ
コ
プ
ラ
ン
実
行
計
画
を
３
月
末

に
策
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

こ
の
計
画
を
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
実
行
に
移
す
年
度
で
あ
り
、

広
報
６
月
号
と
併
せ
て「
概
要
版
」

を
全
戸
配
布
し
、
市
民
に
周
知
を

行
い
ま
し
た
。

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
状
況
は
、

昨
年
度
の
総
収
集
量
は
、
１
万
４

千
103
ト
ン
で
、
対
前
年
度
比
395
ト

ン
、
2.7
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
市
民
の
排
出
し
た

焼
却
ご
み
の
量
は
約
300
ト
ン
減
少

し
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
は
、
３
月
末
現
在
、
施
設
埋

立
容
量
に
対
し
て
17.5
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
み
の
減

量
と
資
源
循
環
型
社
会
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

な
お
一
層
の
ご
み
の
減
量
化
を

一
般
廃
棄
物
の
処
理
状
況

市
民
の
足
の
確
保
の
た
め
に

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

　

公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
な
ど

の
要
望
が
あ
る
中
、
市
民
の
足
の

ト
な
ど
歴
史
を
楽
し
く
学
ぶ
「
第

２
回
長
宗
我
部
フ
ェ
ス
本
祭
」
と
、

県
内
16
市
町
村
か
ら
ア
イ
デ
ア
料

理
24
品
が
出
品
さ
れ
た
「
土
佐
の

食
１
（
し
ょ
く
わ
ん
）
グ
ラ
ン
プ

リ
」
を
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
、
物
部
川
流

域
三
市
を
案
内
す
る
「
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
道
の
駅
南
国
風

良
里
に
配
置
し
、
志
国
高
知
龍
馬

ふ
る
さ
と
博
の
案
内
と
と
も
に
、

物
部
川
流
域
の
案
内
を
よ
り
深
く
、

詳
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
基

盤
整
備
や
地
域
支
援
事
業
な
ど
の

施
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
調
査
に
よ
り
、
計
画
策
定
の
た

め
の
地
域
課
題
の
把
握
と
と
も
に
、

介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
も
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

確
保
に
向
け
て
、
市
内
全
域
の
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
公
共
交
通

の
確
保
、
維
持
、
改
善
の
た
め
の

総
合
的
な
公
共
交
通
の
計
画
で
あ

る
「
南
国
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
」
を
国
庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
策
定
す
る
た
め
に
、
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や

関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
「
南

国
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
地
域
の
生
活
交
通

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
総
合

的
に
検
討
し
、
地
域
の
活
性
化
、

高
齢
化
社
会
に
適
合
し
た
公
共
交

通
体
系
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
順
次

実
施
し
、
市
内
の
15
園
の
認
可
保

育
所
の
う
ち
、
公
立
保
育
所
は
８

園
、
民
営
保
育
所
は
７
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
建
築
後
37
年

経
過
し
老
朽
化
し
た
岡
豊
保
育
所

を
、
保
護
者
や
地
元
住
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
平
成
24
年
度
の
民
営
化
、
移

転
改
築
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
民
営
化
に
合
わ
せ
、
０
歳

児
保
育
や
延
長
保
育
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

保
護
者
や
地
元
と
協
議

岡
豊
保
育
所
の
民
営
化

議
市政報告

会

い
き
ま
す
。


